　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　北海道障害学・学術講演会　資料

日時：平成20年8月30日（土） 15:20-16:00

場所：公立はこだて未来大学・３階・大講義室

題目：ソーシャル・インクルージョンについて

　　　地域は人を育み、人は未来を拓く！ 

共に生きる社会を目指して！
○ソーシャルインクルージョン○
ソーシャルインクルージョンとは、孤立や排除を生み出さず、全ての違いを認め合い万人が共に生きる社会像。

すべての人が人らしく生活することができるように、支え合いのもとにコミュニティ力の強化と発展を持って、積極的に誰もが共に生きる社会の創造をめざす概念。

近年、イギリスをはじめとしたヨーロッパの国々では、社会福祉の再編にあたる国家政策の主流的考え方とされ、障害者のみならず貧困者や失業者・ホームレス、引きこもり・いじめや虐待等、社会から排除されたり、孤立してしまっているような人たちも含め、全ての市民権を回復し、平等に社会参画することを目標とする。

わが国においても、２０００年頃から新たな社会福祉のあり方として、厚労省の検討会等において取り上げられるなど、注目をあびるようになってきた。

【参考：「ソーシャル・インクルージョン・プロジェクト」より】

インクルージョン四つの人間観

①ひとりひとりは掛替えのない存在。全てが代用の利かない大切な存在。

②ひとりひとりは、同じ存在ではない。全てが違う存在。

固有の良さや持ち味・可能性、得て不得手・向き不向きをそれぞれの「違い」として存在していることが当たり前。

限られた価値だけで人間を見てはいけない。

ひとりとして同じ人間は存在しない。

③人間は決してひとりでは生きていけない存在。

互いに全てを認め合い・信じ合い、助け合い・支え合う心が必要。

掛替えのないひとりひとりを大切にする心。

ひとりひとりの違いを大切にする心。

同時に自らを大切にする心。

④人間は繋がりの中で生きていく存在。

繋がりは、同情や哀れみ・優劣ではなく、共感し合いながら保たれるもの。

互いの心を傾聴し、心と心のふれあいの中で生きていくということ。

　人と人とが影響し合い・支え合い共に生きていくこと。

○国連障害者権利条約が示すインクルージョンの意義○
・障害観の変革（ステレオタイプからの脱却）

インクルージョンの文脈は、決して「障害」に限られた特定のものではないこと。

我が国では特に「障害者」の定義が狭義に解釈されているということ。

この２点を踏まえると、これは既存の障害観や定義を再編させてくれるものであり、ひいては真なる人間観の変革をも意味し、全人間的見地による「生存権」「社会権」をも広く確立するものである。

・福祉システムの変革

　教育・就労・地域コミュニティ、それぞれの社会システムにおける普遍的な変革を意味する。これは同時に、市場価値も含めて広く社会的価値観の変革をも意味する。

○ソーシャルインクルージョン実現のための三つの視点○
Ⅰインクルーシブ環境整備

　普遍性と個別差異を尊重したユニバーサルデザインとインクルーシブデザインの融合型手法を用いて、あらゆる機会において、誰もが参画できる平等な環境を構築する。（物づくり・人づくり・社会づくりのアプローチが重要）

Ⅱ主体的アクセシビリティの向上

　ニーズの把握と阻害要因の検証を総合的におこない、ユーザー主体のもとに実現する。（物的・社会的・態度的阻害要因の検証アプローチが重要）

　①情報のアクセシビリティ

　②活動・移動のアクセシビリティ

　③コミュニケーションのアクセシビリティ

　④社会機関およびサービスのアクセシビリティ

Ⅲエンパワーメントの普及
社会づくりの最小単位を人間ひとりひとりに存在する力と可能性に添えて、「市民エンパワーメント」と「コミュニティエンパワーメント」の双方から社会力全体の向上を図る。

　それぞれのエンパワーメントが複合的に機能し、組織的、社会的、構造に外郭的な影響を与え合いながら確立する。

　①パーソナルアシスタンス（ＰＡ）システム等の確立・推進。

　②地域内・間ネットワークの推進。

　③サポートセンター・ジョブセンター等の拡充および機能化。

　④国・地方行政の体制整備の推進。
